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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

10月20日（日）、六碧祭のステージ発表のトップが「英語スピーチ」でした。代表生徒９人が、約ひと月間の練

習の成果を披露してくれました。どれも皆、気持ちのこもった、表情豊かなプレゼンでした。

プレゼン内容の概略 1-1 東山萠花さん（２歳の弟の紹介。お姉さん想いの、やさしくておもしろい、大好きな弟）、1-2 山

田麟太朗さん（バドミントンの世界チャンピオン、桃田賢斗の紹介。負けず嫌いで勝負にこだわる彼の魅力）、2-1 大矢歩未さん（世

界の文化に興味のある私の夢は、キャビンアテンダントになって世界を飛び回ること）、2-1 木村晟さん（UNICEFに興味のある私の

夢は、世界中の子供たちの笑顔を守る医師の仕事）、3-1 齋藤初花さん（星野源と三浦大和が大好きな私の夢は、歌手やダンサーになっ

て人々に幸せを届けること）、3-2 鈴木大樹さん（小学校英語指導体験、ブリティッシュヒルズ語学研修をとおして見つかった私の夢

は、英語を使う楽しさを教える英語教師になること）、4-1 小林由愛さん（最初は不安だったオーストラリア語学研修で分かったこと、

笑顔は世界共通語）、5-2 嶋田健人さん（信じがたいほど長い人の名前、本の題名、オリンピック記録…、驚きの連続）、6-2 畔野彩里

さん（ユニセフ親善大使として活躍した女優のオードリー・ヘップバーン、彼女を知って深まった平和への想い）

ＡＬＴのイーライさん（上段）
見事なスピーチを聴かせてく
れたクラス代表（前期課程）、
学年代表（後期課程）の生徒
たち９人


